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Ⅱ．解説 

１．国宝（美術工芸品）の指定 

〈絵画の部〉 

（重要文化財を国宝に １件） 

物
もの

語
がたり

下
した

絵
え

料紙
りょうし

金 光 明 経
こんこうみょうきょう

巻
かん

第
だい

二
に

              １巻 

【所有者】地方独立行政法人大阪市博物館機構（大阪市立美術館保管） 

     大阪府大阪市中央区大手前４―１―３２ 

【法 量】縦２５．７㎝ 長７５２．６㎝ 

【時 代】鎌倉時代・建久３年（１１９２） 

建久３年３月１３日に没した後白河法皇（１１２７～９２）を追善供養するた

めに作られた美麗な写経で、現存する４巻のうちの１巻である。これらの料紙に

は墨一色で何らかの物語絵が描かれている。この絵は彩色を施す前の段階の下

絵で、吹
ふき

抜
ぬき

屋
や

台
たい

の内外に貴族の男女や僧侶などの姿を確認できる。これら４巻は

制作経緯や時期、作画過程を把握できることから、物語絵巻ひいてはやまと絵研

究の基礎資料として特に高く評価され、奥書があって首尾完存する２巻（京都国

立博物館、大東急記念文庫）はすでに個別に国宝指定されている。本巻には奥書

がなく、途中６紙を欠く。それでも全体の約８２％が良好な状態で制作当初の姿

を維持していることは貴重である。物語の場面数も現状において４巻中最多で

あることなど、質・量ともに既指定の国宝２巻に匹敵する１巻として、特に高く

評価することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：大阪市立美術館  
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＜彫刻の部＞ 

（重要文化財を国宝に １件） 

木
もく

造
ぞう

伎
ぎ

楽
がく

面
めん

                   ２８面 

乾
かん

漆
しつ

伎
ぎ

楽
がく

面
めん

                    ３面 

    （法隆寺献納） 

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（東京国立博物館保管） 

東京都台東区上野公園１３－９ 

【法 量】木造面 縦２３．０～４４．０㎝ 乾漆面 縦２６．３～２８．５㎝ 

【時 代】飛鳥～奈良時代 

 法隆寺献納宝物としてまとまって伝来した伎楽面。木造面はクスノキ材製の

ものが１９面、キリ材製のものが９面、乾漆面は３面を数える。クスノキ材製の

ものは止
と

利
り

様式を留めながら天智朝以降の新風を加えた作風を示すことから７

世紀後半に製作されたものとみられ、キリ材製及び乾漆製分は初唐
しょとう

様式を承
う

け

た写実味のある様式になることから８世紀前半に造られたものと考えられる。

いずれも優れた出来映えを示していることに加え、当初の表面仕上げや銅製

透彫
すかしぼり

の宝冠を残すなど保存状態も極めて良好である。木造面のうち２面は未完

成とみられ、当時の仮面の製作過程を考える上での資料としても重要である。 

 伎楽面の最古の一群であり、仮面文化史上において世界的見地からみても、

質・量ともに極めて価値が高い。 

 

 

左から 呉公、迦楼羅、酔胡王、力士、未完成面 

出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）  
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〈書跡・典籍の部〉１件 

（有形文化財を重要文化財に指定し、これを国宝に １件） 

和漢
わ か ん

朗詠集
ろうえいしゅう

（唐紙
からかみ

）                   ２帖 

【所有者】国（文化庁保管、皇居三の丸尚蔵館収蔵） 

【法 量】各縦２０．０㎝ 横１２．１㎝ 

【時 代】平安時代 

和漢朗詠集は、平安時代に貴族の間で朗詠に適した漢詩文の秀句と和歌を題

ごとにまとめた詩歌集である。撰者とされる藤原公任
ふじわらのきんとう

（９６６～１０４１）は、

当代きっての文化人であり、彼の撰による本詩歌集は、後世まで朗詠や詩歌詠作

のためのテキストや書道手本として利用されただけでなく、平安時代の我が国

の文化を知るための資料としても重視されている。 

本帖は、上下２帖からなる完本で、粘葉装に装訂されていることから「粘葉本

和漢朗詠集」と呼び慣わされている。各料紙は、緑・白・青・丹などの地の竹紙

に亀甲・牡丹・花菱などの文様を雲母で摺りだした唐紙が用いられている。 

本帖は、現存する和漢朗詠集の中で最も多くの詩歌を収載する善本として知

られ、本文は複数の書体が用いられている。筆跡は「高野切第三種」の筆者と同

筆とされ、その端正な筆致は平安古筆の中でも高く評価されている。附属する文

書により室町時代後期には三条西家、江戸時代には近衛家に伝来したことが知

られる。その後、明治１１年（１８７８）に近衛忠熈
このえただひろ

によって皇室へ献上された。 

このように、本帖は美麗な料紙を用いて能書が書写した和漢朗詠集の最古の

写本の一つであり、我が国の文化史上、とりわけ国文学史、書道史上、きわめて

貴重なものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：皇居三の丸尚蔵館 
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〈考古資料の部 １件〉 

（重要文化財に有形文化財を追加して国宝に １件 ） 

太
おおの

安
やす

萬
ま

侶
ろ

銅
どう

板
ばん

墓
ぼ

誌
し

                     １枚 

   癸亥年七月六日の銘がある 

  附 真珠                      ４顆 

    木櫃残欠                   １点 

   奈良県奈良市此瀬町出土 

【所有者】国（文化庁保管） 

【法 量】縦２９．１㎝ 幅６．１㎝ 厚０．１㎝前後 

【時 代】奈良時代・養老７年（７２３） 

『古事記』の編纂者として著名な太安萬侶の木炭墓に納められていた墓誌。 

 銅製の薄板に４１字が線刻され、安萬侶の居住地、位階、勲位、氏名、没年月

日、および埋葬時を示すとみられる年月日が記録されている。これらの内容は、

養老７年に没した事実など『続日本紀
しょくにほんぎ

』に記された安萬侶の

事跡を裏付ける。また、土地所有者によって偶然発見された

後すぐに発掘調査が行われたことによって、木櫃底板の外面

に、銘文を下に向けて墓誌を粘土で貼り付け、墓に納めた状

況が把握された。墓誌の埋納状態が明確に把握された希有な

例としても重要である。 

 近年になり、奈良県立橿原考古学研究所によって改めて本

品の科学的調査が行われ、刻字の脇に残る痕跡が、刻まれた

文字の下書きであることが明らかにされた。さらに令和５

年、同所附属博物館にて「古事記編纂者 太安萬侶」展が開

催され、最新の研究成果と共に紹介されるなど、再評価が進

んでいる。 

 本墓誌は、日本古代史の根本文献となっている『古事

記』編纂者の実在を証明するとともに、奈良時代の葬制研

究上もきわめて重要である。わが国の歴史上欠かすことの

できない一級資料であり、国宝にふさわしい。 

 

画像提供：奈良県立橿原考古学研究所  
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２．重要文化財（美術工芸品）の指定 

＜絵画の部＞ 

（有形文化財を重要文化財に ７件） 

①絵師
え し の

草紙
そ う し

                       １巻 

【所有者】国（文化庁保管、皇居三の丸尚蔵館収蔵） 

【法 量】縦３０．０㎝ 長７８７．５㎝ 

【時 代】鎌倉時代 

ある貧しい絵師が天皇から領地を与えられ、いったんは驚喜したが、結局年貢

は手に入らず、将来を悲観した絵師は息子を出家させることにし、この間の顚末

を文章と絵であらわしたと称する絵巻で、後醍醐天皇（１２８８～１３３９）親

政期の社会の細部に光をあてたと解しうる内容となっている。絵は堅実な構成

と正確な描線、表情豊かで滑稽味のある人物描写と貧しさを際立たせる情景描

写に優れる一方、主人公たる絵師の描写には巧拙があり、そこにもこの絵巻を描

いた絵師の立場が反映しているとみられる。特色ある中世絵巻として貴重であ

る。 

 

画像提供：皇居三の丸尚蔵館 
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②ベルサリエーレの歩哨
ほしょう

（松
まつ

岡
おか

寿
ひさし

筆
ひつ

）            １面 

【所有者】国（文化庁保管、皇居三の丸尚蔵館収蔵） 

【法 量】縦１０２．５㎝ 横６２．５㎝ 

【時 代】明治時代・明治２０年（１８８７） 

松岡寿（１８６２～１９４４）は岡山の出身で、川上冬崖への入塾、工部美

術学校でのフォンタネージへの師事を経て、イタリアに留学し、早期に西洋絵

画の技法を習得した日本人画家である。本作はイタリア統一に貢献した部隊の

一歩兵を描いた油画で、ローマ滞在中の松岡が明治天皇の命を受けて制作し、

帰国後に献上した。松岡のイタリアにおける修学の総決算とされる。早くに西

欧への渡航を果たし、帰国後は油画の地位確立と教育に大きな役割を果たした

松岡の代表作として重要であり、日本の油画の展開を考えるうえでの学術的価

値も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：皇居三の丸尚蔵館 
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③南
なん

蛮
ばん

船
せん

・唐
とう

船
せん

入
にゅう

港
こう

図
ず

                ６曲１双 

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（九州国立博物館保管） 

東京都台東区上野公園１３－９ 

【法 量】（各）縦１５５．８㎝ 横３６１．０㎝ 

【時 代】桃山時代 

右隻には日本の港に来航する南蛮船を、左隻には想像上の中国の港に停泊し

て荷下ろしする唐船を描く。南蛮屛風としては日本と異国とを組み合わせる類

型に属するものの、左隻に南蛮船や南蛮人ではなく、唐船と唐人のみを描く点に

大きな特徴がある。また、本作は整った金地金雲構成や細密で丁寧な風俗表現に

見どころがあり、狩野派正系の絵師による１６世紀末から１７世紀初頭の作と

考えられている。南蛮屛風の特色ある初期作例として、また狩野派による近世初

期風俗画の優品のひとつとして貴重である。 

 

 

画像提供：九州国立博物館 
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④大
おお

津
つ

唐
から

崎
さき

図
ず

（岸
きし

竹
ちく

堂
どう

筆
ひつ

）              ８曲１双 

  附 梅図（旧裏面貼付）            ８曲１双  

【所有者】株式会社千總ホールディングス 

京都府京都市中京区三条通烏丸西入御倉町８０ 

【法 量】（各）縦１５８．０㎝ 横４２２．０㎝ 

【時 代】明治時代・明治８年（１８７５） 

岸竹堂（１８２６～９７）は彦根出身の画家で、明治時代の京都画壇を代表す

る大家である。本作は京都の呉服商・千總
ち そ う

の西村總左衛門により、１８７６年の

アメリカ・フィラデルフィア万国博覧会に出品された屛風。琵琶湖の景観を描く

もので、西洋絵画や写真を連想させる空間表現に先駆性を示す岸竹堂の代表作

である。明治時代の京都の日本画を代表する傑作として価値が高く、万博に出品

されたことが確実な最初期の日本絵画としても貴重である。当初は屛風の裏側

に描かれていた梅図を附とし、一体的な保護をはかる。 

 

画像提供：千總ホールディングス 
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⑤僧
そう

形
ぎょう

八
はち

幡
まん

神
しん

像
ぞう

                     １幅 

  附 弘法大師像                  １幅 

【所有者】宗教法人神護寺 

京都府京都市右京区梅ヶ畑高雄町５ 

【法 量】縦１４８．０㎝ 横１１８．０㎝ 

【時 代】鎌倉時代 

 僧侶の姿をした八幡神を描いた絹本の大作で、その像容は彫像を含めて鎌倉

時代以降にひとつの規範として普及したものである。神護寺と八幡神の関係は

深く、かつては金堂に弘法大師筆の八幡神画像があったと伝わる。神護寺では

現存最古の八幡神画像である本作は、鎌倉時代後期の作であるが、力強い描線

と柔らかな彩色に優れ、金堂安置画像の実態やその転写のあり様を考える上で

重要な位置を占める。本作は単独の僧形八幡神画像としても現存遺品の中では

古例に属し、類例の少ない大幅の神影図としても貴重である。同箱に収納され

る弘法大師像は保存状態が良くないが本作よりも古く、附として一体的な保護

をはかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：神護寺  
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⑥在
ざい

山
ざん

素
そ

璿
せん

像
ぞう

（ 明
みょう

兆
ちょう

筆
ひつ

）                 １幅 

   応永十三年八月二十四日仲方円伊の賛がある 

【所有者】宗教法人東福寺 

京都府京都市東山区本町１５―７７８ 

【法 量】縦１１４．４㎝ 横５７．６㎝ 

【時 代】室町時代・応永１３年（１４０６） 

 東福寺第４９世在山素璿（１３８４没）の肖像画で、同寺の画僧である明兆

（「みんちょう」とも読む。１３５２～１４３１）の基準印を有する絹本の秀作

である。在山と親しかった仲方円伊
ちゅうほうえんい

（１３５４～１４１３）が在山２３回忌の年

にあたる応永１３年に賛を書いており、在山の高弟の求めで作られたことがわ

かる。東福寺伝来で落款と年記のある明兆作は、明兆ひいては日本の南北朝期か

ら室町時代初期にかけての絵画史を考える上での基準作としてそのほとんどが

重要文化財に指定されており、本作についてもそれらに加わるべき作として高

く評価することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：東福寺 
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⑦花
か

下
か

群
ぐん

舞
ぶ

図
ず

                     ６曲１双 

【所有者】神戸市（神戸市立博物館保管） 

兵庫県神戸市中央区加納町６―５―１ 

【法 量】（各）縦１４９．３㎝ 横３５２．７㎝ 

【時 代】桃山時代 

 右隻に祇園社、左隻に上賀茂社を描き、両隻にわたって桜の下での宴遊を描く。

名所そのものより、輪になって群舞する人々の熱気や、その場にいる人々の多彩

な風俗に絵師の強い関心が寄せられている。複雑な雲の用法とその整った形状、

緻密な人物表現などから、狩野派正系の絵師による１６世紀末から１７世紀初

頭ころの作と考えられている。本作を四半世紀ほどさかのぼる狩野秀頼
かのうひでより

筆「観楓

図」（国宝、東京国立博物館）や、本作とおよそ同時期の狩野長信
かのうながのぶ

筆「花下遊楽

図」（国宝、東京国立博物館）とともに、狩野派による野外遊楽図の展開を考え

る上で欠かせない、近世初期風俗画の優品のひとつである。 

 

 

画像提供：神戸市立博物館 
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＜彫刻の部＞ 

（有形文化財を重要文化財に ６件） 

①木
もく

造
ぞう

護
ご

法
ほう

童
どう

子
じ

立
りゅう

像
ぞう

                   １軀 

附 像内納入品                  一括 

【所有者】宗教法人延暦寺 

滋賀県大津市坂本本町４２２０ 

【法 量】像高 ７５．４㎝ 

【時 代】鎌倉時代 

肉身赤
あか

肉
にく

色の童子形
どうじぎょう

像で比叡山
ひえいざん

東塔
とうどう

南谷
みなみだに

の西尊院
さいそんいん

に伝来した。南谷にかつて

あった護法堂には天台僧皇慶
こうげい

（９７７～１０４９）に仕えたとされる「乙護法
おとごほう

」

という護法童子が祀られていたと伝え、本像はこれに当たるかとみられる。ヒノ

キ材の寄木造
よせぎづくり

。表面には鮮やかな彩色文様がよく遺り、作風から鎌倉時代１３世

紀後半～末頃の製作と考えられる。近年の修理で解体された際、頭部内より銅製

の金色
こんじき

不動明王像と水晶製五輪塔、体部内より不動明王印仏
いんぶつ

等の納入品が発見

され取り出された。鎌倉時代の像内納入品の有り様や比叡山における護法童子

信仰を考える上で注目される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
木造護法童子立像 

不動明王印仏 

銅造不動明王立像 水晶製五輪塔 
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②木
もく

造
ぞう

如
にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

坐
ざ

像
ぞう

                  １軀 

【所有者】宗教法人清凉寺 

京都府京都市右京区嵯峨釈迦堂藤ノ木町４６ 

【法 量】像高 １０５．６㎝ 

【時 代】平安時代 

六臂
ろ っ ぴ

の如意輪観音の等身像。ヒノキとみられる針葉樹材の一材より 彫 出
ちょうしゅつ

し

て腕等を矧
は

ぐ。高く結い上げた 髻
もとどり

や体奥の大きい体型、浅いが翻波式
ほんぱしき

を含む衣

文表現などより製作年代は１０世紀前半に置かれる。 

 清凉寺の前身棲霞寺
せ い か じ

の遺構である阿弥陀堂に伝来した。１０世紀前半の棲霞

寺の詳細な様子は不明ながら、醍醐天皇（８８５～９３０）の第四皇子重明
しげあきら

親

王（９０６～６４）が天慶
てんぎょう

８年（９４５）に棲霞寺に釈迦立像を安置したこと

が知られており、この頃の作である如意輪観音の造像にも重明親王が関与した

可能性が考えられる。 

 平安前期の大型で出来映えの優れた密教彫像として貴重である。 
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③木造
もくぞう

神像
しんぞう

                      １８軀 

女神像の一軀の像底に康治二年二月十一日、願主本社神主頼親、

請造幷開眼備後講師延尊、木造睿与、静仁等の銘がある 

【所有者】宗教法人松尾大社
まつのおたいしゃ

 

京都府京都市西京区嵐山宮町３ 

【法 量】像高 ９．７～５５．６㎝ 

【時 代】平安～鎌倉時代 

 近年の調査で見出された平安時代後期から鎌倉時代の製作になる神像群で、

松尾大社境内の摂社
せっしゃ

・末社
まっしゃ

に安置されていたと伝わる。男神
だんしん

９軀、女神
じょしん

７軀、

僧形神
そうぎょうしん

２軀からなる。大型で本格的な彫像になる女神像をはじめ、康治
こ う じ

２年（１

１４３）の銘記を有する女神像や、翁面
おきなめん

の源流とも目される笑相で老いた面貌

の男神像を含む。康治２年の銘記は神像としては珍しい作者名が記され、「開眼
かいげん

」

の文言を用いるなど仏像の造像銘記に通じる記述形式を備える。さまざまな点

において神像彫刻を考える上で見逃せない神像群である。 
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④木
もく

造
ぞう

地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

〈康俊
こうしゅん

作
さく

／〉            １軀 

像内に中御門逆修地蔵菩薩、正中三年三月、南都大仏師法眼康俊、

康成の銘がある 

  附 像内納入品                  一括 

【所有者】宗教法人圓照寺 

奈良県奈良市山町１３１２ 

【法 量】像高 ８０．２㎝ 

【時 代】鎌倉時代・正中３年（１３２６） 

 山村御殿
やまむらごてん

の名で知られる門跡寺院・圓照寺本堂に伝来した地蔵菩薩像で、近年

の調査で頭部内の墨書銘が確認され、正 中
しょうちゅう

３年に中御門逆修
なかみかどぎゃくしゅ

のために、南都大

仏師康俊及びその子康成
こうじょう

によって製作されたことが判明した。また体部内より

地蔵菩薩印仏
いんぶつ

・結縁交名
けちえんきょうみょう

等からなる像内納入品が取り出され、多数の結縁者
けちえんしゃ

を

募って製作されたことが明らかとなった。中御門逆修は奈良中御門郷内の興福

寺子院
し い ん

逆修坊
ぎゃくしゅぼう

で催された仏教行事で、３月８日から１５日までの間に行われ、

毎回地蔵菩薩像が造られた。中御門逆修で造られたことが明らかな遺品は、本像

のほかに奈良長弓寺
ちょうきゅうじ

宝光院
ほうこういん

像（正和４年（１３１５）、康俊・康成作）、国立歴

史民俗博物館像（重要文化財、建武元年（１３３４）、康成作）等が現存し、い

ずれも康俊・康成ないしは康成により造られたことが知られる。本像は現在知ら

れる康俊の遺品中で出色の出来映えを示し、康俊の作風の展開を考える上でも

重要である。当初の表面彩色を残す保存状態の良好さも賞される。 

※圓照寺は通常拝観を受け付けていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
木造地蔵菩薩立像 地蔵菩薩印仏 
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⑤木
もく

造
ぞう

愛
あい

染
ぜん

明
みょう

王
おう

坐
ざ

像
ぞう

                   １軀 

【所有者】宗教法人金剛
こんごう

三昧院
さんまいいん

 

和歌山県伊都郡高野町高野山４２５ 

【法 量】像高 １１４．０㎝ 

【時 代】鎌倉時代 

 金剛三昧院本堂に本尊として安置される等身の愛染明王像。ヒノキ材の寄木

造。大振りの頭部で面部いっぱいに目鼻口を配置する面貌表現に鎌倉時代末期

の作風がよくあらわれている。金剛三昧院文書によれば、文
ぶん

保
ぽう

２年（１３１８）

に金剛三昧院に播磨国
はりまのくに

在田上荘
ありたかみのしょう

を寄進した秋田城介安達時顕
あだちときあき

（？～１３３３）

が愛染明王像を施入していることが分かり、本像はこの像に当たるとみられる。

その後康正
こうしょう

２年（１４５６）、元禄
げんろく

１５年（１７０２）に修理していることが判

明し、現在の光背・台座は元禄期に補われたと考えられる。鎌倉時代の大型の愛

染明王像の優品であり、製作の契機のみならずその後の修理歴を追うことがで

きる点も注目される。 
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⑥ 木
もく

造
ぞう

釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

                 １軀 

木
もく

造
ぞう

二
に

天
てん

王
のう

立
りゅう

像
ぞう

                 ２軀 

  内一軀の像内に仁平二年四月六日、藤原家実、良峯氏等の銘がある 

 附 木造騎獅文殊菩薩騎象普賢菩薩像     ２軀 

     文殊菩薩像内に嘉元二年十二月四日の銘がある 

【所有者】阿蘇釈迦堂管理組合 

熊本県球磨郡あさぎり町須恵 

【法 量】像高 釈迦如来    ８４．５㎝ 

           二天王 左方 １０４．５㎝ 

                右方 １０８．０㎝ 

【時 代】平安時代・二天王左方 仁平２年（１１５２） 

 球磨
く ま

地方の在地領主須恵
す え

氏ゆかりの寺院・平等寺の跡に建つ阿蘇釈迦堂に伝

来した等身の釈迦如来像を中心とする群像。二天王像は平成２７年指定の荒茂
あ ら も

毘沙門堂管理組合二天王・毘沙門天像と共通する特徴的な細部形式を有してい

るが、荒茂毘沙門堂像より中央風の作柄を示す。近年、二天王の１軀の像内に製

作年に当たる仁平
にんぺい

２年の年紀と願主とみられる須恵氏の名（藤原家実）、やはり

当地の有力領主である平河氏とみられる名（良峯氏）が確認された。当地におけ

る基準作例であり、中央様式が地方に伝播
で ん ぱ

する様子がうかがえる。 

 なお嘉元
か げ ん

２年（１３０４）の補作である両脇侍菩薩像を附指定とする。 

 

 木造釈迦如来坐像 木造二天王立像 
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＜工芸品の部＞ 
（有形文化財を重要文化財に ５件） 

①宇
う

治
じ

川
がわ

蛍
ほたる

蒔
まき

絵
え

料
りょう

紙
し

硯
すずり

箱
ばこ

〈飯塚桃葉作
いいづかとうようさく

／安
あん

永
えい

四
よ

年
ねん

〉     １具 

【所有者】国（文化庁保管、皇居三の丸尚蔵館収蔵） 

【法 量】硯箱  総高 ５．３㎝ 縦２６．０㎝ 横２４．０㎝ 

     料紙箱 総高１６．５㎝ 縦４１．０㎝ 横３３．６㎝ 

【時 代】江戸時代・安永４年（１７７５） 

いわゆる料紙硯箱とよばれる、料紙箱と硯箱を同じ意匠で仕立てた一具であ

る。器面に大きく宇治川にかかる宇治橋と河畔の景を金蒔絵で表し、その全面に

群れ飛ぶ蛍を銀蒔絵で対比させている。形式化が進んだと評されることの多い

江戸中期の蒔絵表現の中にあって、本作は大胆かつ奇抜な意匠を、材料と技法を

緻密かつ繊細に駆使して華麗に仕上げている。徳島藩蜂須賀家に抱えられた蒔

絵師、飯塚桃葉（不詳～１７９０）の高い技量が発揮された代表作の一つとして

も貴重である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：皇居三の丸尚蔵館 
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②七
しっ

宝
ぽう

四
し

季
き

花
か

鳥
ちょう

図
ず

花
か

瓶
びん

〈並河靖之作
なみかわやすゆきさく

／〉           １口 

【所有者】国（文化庁保管、皇居三の丸尚蔵館収蔵） 

【法 量】高３６．０㎝ 口径９．８㎝ 胴径２５．０㎝ 底径１０．１㎝ 

【時 代】明治時代・明治３２年（１８９９） 

１９００年パリ万国博覧会出品のため宮内省より製作を依頼された作品で、

近代七宝を牽引した並河靖之（１８４５～１９２７）の代表作である。並河は、

明治初めより京都で七宝製作を始め、国内外の博覧会における出品・受賞を重ね

たのち、明治２９年（１８９６）に帝室技芸員となった。 

 本作は、肩から胴部にかけて豊かな張りを持つ花瓶。透明感のある黒色釉を地

として、山桜と青楓の樹を器面に大きく配し、その間に四季折々の花や群れ飛ぶ

鳥の姿が浮かび上がる。有線七宝による細緻な図様表現、器形と調和した構図、

明るく豊かな色彩の釉調などが特に優れている。さらには、肥痩ある金属線によ

る輪郭表現が画面全体に躍動感を与えている点が特筆され、明治時代の七宝作

品の中でも際立った作行きを示している。近代工芸史上欠くことのできない作

品である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：皇居三の丸尚蔵館  
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③旭
きょく

彩
さい

山
やま

桜
ざくら

図
ず

花
か

瓶
びん

〈三
さん

代
だい

清
せい

風
ふう

與
よ

平
へい

作
さく

／〉           １口 

【所有者】国（文化庁保管、皇居三の丸尚蔵館収蔵） 

【法 量】高４３．０㎝ 口径１５．５㎝ 胴径３０．５㎝ 底径１４．０㎝ 

【時 代】明治時代・明治３８年（１９０５） 

白磁に山桜と鳥、雲の文様を表し、それらの周囲に淡い紅色と黄色の釉下彩
ゆうかさい

を

施した花瓶。素地は清風が「瑍
かん

白磁」と名付けた黄味を帯びた白磁である。肩が

張り裾に向かって窄まる器形で、清風の中では比較的大ぶりな作である。文様は、

磁土を薄く盛り上げ、そのわずかな高低差で立体感や奥行きを表す、浮文の技法

による。また地の部分にのみ淡く紅色と黄色をぼかすことで、文様が白く浮かび

上がり、霞が立ちこめた中に光が差し込む情景を想起させる。 

 三代清風與平（１８５１～１９１４）は京都五条坂の陶工で、中国明・清時

代の磁器に範を求め、明治初年より各種釉薬や白磁の研究に力を注ぎ、また浮

文の技法を追求した。その陶技が高く評価され、明治２６年（１８９３）に陶

磁器の分野で初の帝室技芸員に任命された。本作は、明治３８年（１９０５）

の日本美術協会第３７回美術展覧会で３等賞銅牌を受賞し、宮内省買い上げと

なった。長年の技法研究が結実した本作は、清風の到達点を示す代表作であ

り、日本近代陶磁史上極めて重要な作例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：皇居三の丸尚蔵館 
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④小
こ

袖
そで

裂
ぎれ

打
うち

敷
しき

（高台寺
こうだいじ

伝来
でんらい

）               １２枚 

【所有者】宗教法人高台寺 

京都府京都市東山区下河原通八坂鳥居前下る下河原町５２６ 

【法 量】縦１１７．０～１８１．０㎝ 横１１３．０～１８２．０㎝ 

【時 代】桃山～江戸時代初期 

打敷とは、仏殿で灯明や香炉を置く前机に掛けて使う荘厳具である。本打敷に

は、色とりどりの浮糸で文様を織り出した唐織
からおり

、金襴、刺繡、金箔で文様を表す

摺
すり

箔
はく

の裂地がみられる。これらは小袖など衣服を打敷に仕立て替えたもので、多

くが衣服時の姿に復元することができる。衣服として完形で伝わる同時代の染

織品が少ないなか、本件は打敷に仕立て替えて寄進されたことによって、現在ま

で伝わった。高位の人物が着用した唐織をはじめ、桃山から江戸時代初期の小袖

の意匠や染織技法の特色をよく示し、文化史上意義深い。また、裏地に高台院（１

５４８または４９～１６２４）とその近親者などが寄進したという墨書がある

ものを含み、衣服の着用者として高台院周辺の人物を想定できる点、製作年代の

下限を知ることができる点でも貴重である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：京都国立博物館 

  

萌葱地立涌桐文様唐織打敷 紅地梅唐草窠文金襴打敷 浅葱地丸文散摺箔打敷 

（部分） 
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⑤刺
し

繡
しゅう

聖
せい

母
ぼ

子
し

像
ぞう

花
か

鳥
ちょう

文
もん

様
よう

壁
かべ

掛
かけ

               １枚 

【所有者】宗教法人高台寺 

京都府京都市東山区下河原通八坂鳥居前下る下河原町５２６ 

【法 量】縦１４４．０㎝ 横２３１．０㎝ 

【時 代】中国・明時代 

絹地に、聖母子像と孔雀や牡丹などの花鳥文様を刺繡した壁掛。現状では、１

０枚の裂
きれ

を上下２段に継いで仕立てている。本作は輸出用として中国の広州で

刺繡されたもので、図様や技法に欧州と中国両方の要素がみられる。キリスト教

の図像とともに表される花鳥文は、中国の吉祥的な動植物である。金糸の刺繡や、

鳥羽根の鱗状の繡技、文様を平行線で区切って色替りとする表現などは広州で

作られた輸出用染織品に共通してみられる特徴である。一方で、強く撚
よ

った太糸

を綴
と

じ付ける欧州刺繡の影響もみられる。中国製の輸出用染織品は、本作のほか

にも我が国にもたらされ、多くは武将など高位の人物ゆかりの品として伝わる。

これらは、貴重で珍しいものと認識され、打敷や壁掛として寺院に奉納された。

また南蛮風の陣羽織に作り替えたものもあり、１６～１７世紀の我が国の染織

文化に影響を与えた。なかでも本作は、欧州と中国両方の影響を読み取ることの

できる好例であり、日本に舶載されたキリスト教美術の例としても他に例がな

く貴重である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：京都国立博物館  
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＜書跡・典籍の部＞ 

（有形文化財を重要文化財に ３件） 

①論
ろん

語
ご

疏
そ

巻
かん

第
だい

六
ろく

                      １巻 

【所有者】学校法人慶應義塾（慶應義塾図書館保管） 

東京都港区三田２―１５―４５ 

【法 量】縦２７．２㎝ 横１０９０．８㎝ 

【時 代】中国・南北朝～隋時代 

 本書は皇侃
おうがん

『論語義疏
ろ ん ご ぎ そ

』の現存最古の写本であり、略して「論語疏」という。

江戸時代には官務
か ん む

壬生家
み ぶ け

に伝えられ、近年再発見された。『論語義疏』の子罕
し か ん

、

郷党
きょうとう

の２篇を収め、子罕の冒頭１章以外はほぼ完存する。本文は『論語』の経

文と『論語集解
ろんごしっかい

』の注文、さらにそれぞれの疏からなり、『論語集解』を比較検

討する上でも貴重な古本である。また本書には２種の朱方印があり、その１種に

は「藤」とあるなど、平安時代前期には日本に存在して、藤原氏の所有であった

とされる。本書は、『論語』研究の最重要写本の１つであり、皇侃の在世と隔た

らぬ中国６世紀の南北朝時代の字体や筆法を伝えるものとしても評価できるも

ので、我が国の文化史、および書道史研究上、貴重である。 

画像提供：慶應義塾図書館 
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②金
こん

光
こう

明
みょう

最
さい

勝
しょう

王
おう

経
きょう

                  １０帖 

【所有者】国立大学法人九州大学（九州大学附属図書館保管） 

福岡県福岡市西区元岡７４４ 

【法 量】（各帖表紙） 縦２４．４㎝前後 横８．３㎝前後 

【時 代】奈良時代 

 義浄（６３５～７１３）による漢訳経典である金光明最勝王経は、我が国では

天武朝以降、護国の経典として重視されてきた。奈良時代には、聖武天皇による、

いわゆる国分寺造立の詔で、国分僧寺に納経が命じられた。 

 九州大学所有の本経には、平安時代後期の訓点、カナが明瞭に残されている。

訓点は、巻第一の序品のみ朱で記され、以下はすべて白にて記される。朱点・白

点とも東大寺点（三論宗点）に属する。もとは石山寺一切経の一部で、奈良時代

の写本である。奈良時代写経の金光明最勝王経全１０巻で完存するのは、西大寺

本（国宝）と本経のみである。 

平安時代後期の古訓点を備える資料として、奈良時代の写経として、国語学史

上、仏教史上において貴重である。    

画像提供：九州大学附属図書館 
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③元
げん

版
ぱん

大
だい

般
はん

若
にゃ

経
きょう

                   ４２９帖 

  附 経箱                     ６合 

【所有者】宗教法人西福寺
さいふくじ

 

長崎県対馬市上対馬町西泊２１９ 

【法 量】（各）縦３０．０㎝前後 横１１．０㎝前後 

【時 代】中国・元時代 

 本経巻は、元代はじめに刊行された普寧寺
ふ ね い じ

版大般若経である。対馬の古刹西福

寺に伝来し、全６００帖中、４２９帖が現存する。 

 もとは高麗で勧進僧の行淳
ヘンスン

らが浄財を募り、泰定
たいてい

３年（１３２６）に元の普寧

寺に注文し、印刷されたものである。対馬島主であった宗貞茂
そうさだしげ

（？～１４１８）

が朝鮮から輸入して西福寺に安置し、貞茂の子・貞盛
さだもり

（？～１４５２）によって、

同版で欠巻が補われたと考えられている。附の経箱は、元禄１３年（１７００）

に地元の篤信者から寄進されたもので、墨書からは江戸時代の上対馬地域にお

いて本経巻が篤く信仰され、大切に管理されてきたことがわかる。 

 元版大般若経の大部がまとまって伝存し、中国から朝鮮、日本（対馬）への将

来と対馬宗氏による島内寺院への施入までの伝来過程や、その後の地域社会に

おける本経巻への信仰について知られることは重要である。東アジアの印刷史

や文化交流史上に学術的価値が高く、我が国の仏教史においても高い価値を有

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：長崎県対馬歴史研究センター 
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＜古文書の部＞ 

（有形文化財を重要文化財に ５件） 

①西
さい

隆
りゅう

寺
じ

跡
あと

出
しゅつ

土
ど

木
もっ

簡
かん

                 ７５点 

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（奈良文化財研究所保管） 

東京都台東区上野公園１３－９ 

【法 量】省略 

【時 代】奈良時代 

西隆寺は西大寺と同じく称徳天皇（在位７６４～７７０）の勅願寺であり、西

大寺は僧寺、西隆寺は尼寺である。これは聖武天皇勅願の僧寺東大寺と尼寺法華

寺の関係と同じである。西隆寺は平城宮の北辺西側あたりに位置し、遅くとも鎌

倉時代中期には廃絶した。昭和４６年、東門近くの２箇所の土坑等から木簡が出

土した。土坑は造営工事にともなう廃材や不要品を廃棄したもので、木簡も諸国

からの貢進荷札、人夫への食料支給文書やその帳簿、官司や個人からの知識
ち し き

銭
せん

（堂塔仏像造営のため寄進した銭）付札など、造営過程に関わる内容をもつ。 

本木簡は奈良時代末期の平城京における西隆寺造営に関係する木簡であり、

寺院関係のまとまった木簡として木簡研究のみならず、奈良時代の寺院史、社会

経済史において貴重である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：奈良文化財研究所 
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②東
とう

寺
じ

光
こう

明
みょう

真
しん

言
ごん

講
こう

過
か

去
こ

帳
ちょう

並
ならびに

現
げん

在
ざい

帳
ちょう

           ３６巻 

  附 文書箱                    １合 

【所有者】宗教法人教王護国寺 

京都府京都市南区九条町１ 

【法 量】省略 

【時 代】南北朝～江戸時代 

東寺光明真言講は、弘法大師信仰を背景として東寺僧や周辺住人を中心に形

成された信仰集団であり、逆修
ぎゃくしゅ

と追善供養を行った。 

過去帳は追善供養の対象を記し、現在帳は逆修の対象となる講の参加者を記

す。追善供養の対象は、講の参加者だけでなく東寺に縁故の深い人々も列挙する。

また、過去帳には争乱や災害で横死した人々の記事を掲げ、その供養を行ってい

るため、各時代の世相や事件を伝える史料としても価値が高い。 

本帳は南北朝時代から江戸時代後期まで書き継がれているが、正徳年間（１７

１１～１７１６）にはそれまでの過去帳・現在帳（古本）を転写した新本が作成

されている。附の文書箱には新本を作成する際の様子が記される。 

本帳は、中近世の東寺における信仰活動の実態を示す史料であり、宗教史上、

価値が高い。 

画像提供：教王護国寺 
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③仁
にん

和
な

寺
じ

笈
おい

文
もん

書
じょ

（３１９通）   ２５巻、１帖、２６２通、１鋪 

  附 笈                      １背 

【所有者】宗教法人仁和寺 

京都府京都市右京区御室大内３３ 

【法 量】省略 

【時 代】平安～江戸時代 

仁和寺は仁和４年（８８８）の創建以来、真言密教広沢流の中心寺院のひと

つとして栄えた。親王が仁和寺で得度し御室として指導的な地位に就く門跡寺

院の伝統が伝えられ、天皇家や貴族社会との関係が密接であった。 

仁和寺笈文書は、その名の通り、笈に入れられて保管されてきた文書群であ

り、緊急時にはこれを背負ってすぐさま持ち出すことができた。時代的には鎌

倉時代、内容的には所領関係の文書が多い。文書様式も位記、綸旨、院宣、御

教書、下知状や書状類など多様である。本文書は、仁和寺所領や御室の身分な

どに関わる重要文書が多く収められており、寺院史、仏教史はもとより政治史

や社会経済史研究において、また古文書学上においても、貴重である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：仁和寺 
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④ 琉
りゅう

球
きゅう

家
か

譜
ふ

                   ２５冊 

  琉
りゅう

球
きゅう

家
か

譜
ふ

関
かん

係
けい

文
もん

書
じょ

（２１通）       １０冊、１帖 

附 系図箱                 ２合 

【所有者】沖縄県（沖縄県立博物館・美術館保管） 

沖縄県那覇市泉崎１―２―２ 

【法 量】省略 

【時 代】琉球・第二尚氏時代 

 琉球王国の家譜は、 士
サムレー

の家系に関する記録であり、門中
もんちゅう

（一族）ごとに姓

（氏・うじ）を定めて編纂され、先祖と子孫とのつながりを示す「世系図
せいけいず

」と先

祖の勲功や履歴を示す「紀録
き ろ く

」を合わせたものである。内容には古琉球からの諸

記録を含み、首里王府の系図座に提出して厳密な審査を受けて承認された記録

性と信頼性が高い公文書である。王府に系図座が設置された康熙
こ う き

２８年（１６８

９）以降、本格的に編纂が開始され、王府の崩壊する１８７９年まで公的に書き

継がれた。家譜関係文書は、家譜編纂にあたり作成された組立と仕次
し つ ぎ

、家譜に記載

される内容の裏付けとなる生子証文
しょうししょうもん

や片髪結願書
かたかしらゆいねがいがき

、琉球国王朱印状等である。 

琉球家譜とその関係文書は、王府の組織や行政、王国の身分制度、東アジアの

系図文化を考える上で重要である。沖縄県所有分は、那覇市所有分に次ぐまとま

った数の一括で、旧士の家々がとりわけ大切に守り伝えた文書群であり、戦禍に

より数多の史料が失われた琉球史研究上、貴重である。 

 

 

画像提供：沖縄県立博物館・美術館 

  

毛姓家譜 表紙・世系図（唐系格） 琉球国王朱印状（蔡姓家譜関係） 
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⑤ 琉
りゅう

球
きゅう

家
か

譜
ふ

                   ４５冊 

  琉
りゅう

球
きゅう

家
か

譜
ふ

関
かん

係
けい

文
もん

書
じょ

（１３０通）     ５８冊、７２通 

   附 系図箱                 ５合 

【所有者】那覇市（那覇市歴史博物館保管） 

沖縄県那覇市泉崎１―１―１ 

【法 量】省略 

【時 代】琉球・第二尚氏時代 

琉球王国の家譜は、 士
サムレー

の家系に関する記録であり、門中
もんちゅう

（一族）ごとに姓

（氏・うじ）を定めて編纂され、先祖と子孫とのつながりを示す「世系図
せいけいず

」と先

祖の勲功や履歴を示す「紀録
き ろ く

」を合わせたものである。内容には古琉球からの諸

記録を含み、首里王府の系図座に提出して厳密な審査を受けて承認された記録

性と信頼性が高い公文書である。王府に系図座が設置された康熙
こ う き

２８年（１６８

９）以降、本格的に編纂が開始され、王府の崩壊する１８７９年まで公的に書き

継がれた。家譜関係文書は、家譜編纂にあたり作成された組立と仕次
し つ ぎ

、家譜に記載

される内容の裏付けとなる生子証文
しょうししょうもん

や片髪結願書
かたかしらゆいねがいがき

、琉球国王朱印状等である。 

琉球家譜とその関係文書は、王府の組織や行政、王国の身分制度、東アジア

の系図文化を考える上で重要である。那覇市所有分は、最もまとまった数の一

括で、旧士の家々がとりわけ大切に守り伝えた文書群であり、戦禍により数多

の史料が失われた琉球史研究上、貴重である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：那覇市歴史博物館 

  

譜代鉏姓家譜支流 向姓家譜仕次 
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＜考古資料の部＞ 

（有形文化財を重要文化財に ９件） 

①奈
な

良
ら

県
けん

飛鳥
あ す か

池
いけ

遺
い

跡
せき

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

                一括 

【所有者】独立行政法人国立文化財機構（奈良文化財研究所保管） 

東京都台東区上野公園１３―９ 

【法 量】省略 

【時 代】飛鳥時代 

飛鳥池遺跡は、低丘陵にはさまれた谷斜面に位置し、７世紀後半の工房群が代

表される遺跡である。   

特筆すべきは、我が国最古の鋳造貨幣である富本銭の生産を示す一連の資料

群である。鋳型や鋳棹、そして未製品の富本銭は、その生産工程をよく示す。さ

らに、ガラスをはじめとする金・銀・銅の生産加工技術は、百済や新羅との技術

的類似性も指摘され、注目される。また、共に出土した木簡には、皇族の名や天

武・持統朝の紀年にくわえ、宮廷や寺院造営に物資を供給した内容が記され、国

家的工房としての遺跡の性格を裏付けている。 

本件は、国内最古の鋳造貨幣である富本銭とその鋳造資料、律令国家形成期の

木簡群、国家的総合工房の操業内容を示す遺物群からなる。その内容は、律令国

家形成期の官営工房の操業体系と当時の生産技術を考えるうえでも多彩で、高

い学術的な価値をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：奈良文化財研究所 
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②青
あお

森
もり

県
けん

大
おお

平
だい

山
やま

元
もと

遺
い

跡
せき

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

               一括 

【所有者】青森県、外ヶ浜町（青森県立郷土館、大平山元遺跡展示施設むーもん

館保管） 青森県青森市長島１―１―１、青森県東津軽郡外ヶ浜町蟹

田高銅屋４４―２ 

【法 量】省略 

【時 代】旧石器～縄文時代 

大平山元遺跡は津軽半島の外ヶ浜町に所在し、良質な珪質頁岩が分布する蟹

田川の左岸に立地する、後期旧石器時代から縄文時代初頭にかけての遺跡で、珪

質頁岩による石器製作と利用の実態がよく窺える。 

 出土品には、後期旧石器時代後半期の関東・中部地方や北海道方面との関係を

示す石器群があるほか、後期旧石器時代終末から縄文時代初頭特有の神子柴・長

者久保石器群が、層位や地点を違えて確認されている。神子柴・長者久保石器群

は、大形の石斧や、縄文時代的な土器片・石鏃を伴うことが特徴で、本件は土器

片が伴った最初の発見事例である。また土器片は、放射性炭素年代測定により、

東北アジアの中でも最古級に位置付けられている。 

 これらは、北東北地方における後期旧石器時代後半から縄文時代初頭に至るま

での石器組成と土器の出現を含む道具構成の変遷過程と石器製作技術をよく示

し、縄文時代への移行の在り方を考究する上でも重要であり、学術的価値は高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：青森県・外ヶ浜町  
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③群
ぐん

馬
ま

県
けん

金
かな

井
い

遺
い

跡
せき

群
ぐん

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

                一括 

【所有者】群馬県(群馬県埋蔵文化財調査センター、群馬県立歴史博物館保管) 

群馬県前橋市大手町１―１―１ 

【法 量】省略 

【時 代】古墳時代 

 遺跡は榛名山北東麓、吾妻川右岸に営まれた、古墳時代の集落跡である。六世

紀初頭、榛名山の側火山、二ツ岳が大規模に噴火し、火砕流や火山灰によって集

落が丸ごと覆い尽くされた。本件は、この地に国道のバイパスが建設されること

になり、それに先立つ発掘調査で出土した一括資料である。 

 出土品は、人体に着用された状態で初めて発見された甲、祭祀行為によって集

積された土器類や多種多量の石製模造品・玉類・鉄製品、朝鮮半島の影響がみら

れる古墳副葬品、生産活動を示す赤玉や赤色顔料の付着した編み石など、多岐に

亘る。 

 これらは、火山灰によりそのまま残された六世紀初頭の生活面からの出土品

であり、生活や祭祀、生産活動など、古墳時代に生きた人々を取り巻く世界を、

具体的かつ明瞭に復元しうる重要な一括資料である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：群馬県 
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④深
ふか

鉢
ばち

形
がた

土
ど

器
き

                      １箇
こ

 

  附 深鉢形土器                  １箇 

    深鉢形土器把手                ４点 

   山梨県安道寺遺跡土坑出土 

【所有者】山梨県（山梨県立考古博物館保管）  

山梨県甲府市丸の内１―６―１ 

【法 量】総高：８３．０㎝ 器高：６５．５㎝ 最大幅：５９．０㎝ 

底径：１６．０㎝ 

【時 代】縄文時代 

 安道寺遺跡は、甲府盆地北東部の台地上に立地する、縄文時代中期の集落遺跡

である。本件はそのうち、１７号住居跡内の土坑から出土した深鉢形土器である。 

 この深鉢形土器は、中部高地に特有な「曽利式土器」で、９割の遺存率をほこ

る列島内屈指の大形土器である。四単位の大仰な把手と複雑な文様から「水煙文

土器」とも呼称され、その一群の代表的な土器である。また土坑からは、他の深

鉢形土器１箇と別個体の深鉢形土器把手４点と共に折り重なるように出土して

おり、埋納された状態を示す。 

 本品は、姿形の卓越性、複雑な文様の装飾性により、中部高地における縄文時

代の造形技術の極致をよく示している。なおかつ、埋納という象徴的な出土状況

から、縄文土器の儀礼的利用の実態をよく表しており、学術的価値は高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：山梨県 
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⑤静
しず

岡
おか

県
けん

伊
い

場
ば

遺
い

跡
せき

群
ぐん

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

                 一括 

【所有者】浜松市（浜松市博物館保管） 

静岡県浜松市中央区元城町１０３―２ 

【法 量】省略 

【時 代】弥生時代 

浜松南部平野の東北部に立地する、弥生時代後期の環濠集落である伊場遺跡

を中心とした、大規模遺跡群からの出土品である。 

出土品の中で特に注目されるのが、複雑・精緻に文様が彫刻され、漆塗りによ

り赤彩・黒彩を施した木甲である。その特異な造形と鮮やかな装飾性は他に例を

見ない。 

他には、当地域の標式となる土器群、装飾高坏や家形などの特殊な土器、近畿

地方などの周辺地域から影響を受けた土器、銅鐸・鏡を模したと考えられる土製

品、葬送行為、生業や生産活動にともなう出土品があり、多岐に亘っている。 

これらは、きわめて装飾性の豊かな木甲を含み、祭祀、地域間の交易・交流、

葬送、生業の在り方をよく表している。弥生文化を理解する上で欠かせない、学

術的価値の高い一括資料である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：浜松市 
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⑥福
ふく

岡
おか

県
けん

西
にし

新
じん

町
まち

遺
い

跡
せき

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

                 一括 

【所有者】福岡県（九州歴史資料館保管） 

福岡県福岡市博多区東公園７―７ 

【法 量】省略 

【時 代】古墳時代 

西新町遺跡は博多湾に面した砂丘上に広がる、弥生時代中期から古墳時代前

期を中心に営まれた集落遺跡である。 

本件は、遺跡の最盛期である古墳時代前期を中心とした一括で、とくに、多数

の朝鮮半島系土器や、ガラス小玉および鋳型、貨泉など、朝鮮半島や中国大陸と

の交流を示す遺物が注目される。これらにくわえて、畿内・山陰・瀬戸内地域等

からの搬入土器やそれを当地で模倣した土器も多く出土する。このような土器

をはじめとする器物の移動とそれらを模倣した土器の存在は、他地域との盛ん

な人の往来を示し、本遺跡が対外交易ならびに列島内交易の一大拠点であった

ことをうかがわせる。また、飯蛸壺や製塩土器、石錘など、漁労民としての生業・

交易に関わる遺物も豊富で、多種多様である。 

これらは、北部九州地域における朝鮮半島との大規模な交易拠点の様相と、交

易を支え、当地に暮らした人々の生業の実態をよく示しており、高い学術的な価

値をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：福岡県 
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⑦白
しろ

地
じ

鉄
てつ

絵
え

鳥
ちょう

文
もん

壺
つぼ

                    １口 

  附 銅銭                     １点 

   熊本県祇園遺跡出土 

【所有者】熊本県（熊本県立美術館保管） 

熊本県熊本市中央区水前寺６―１８―１ 

【法 量】口径１２．７㎝  高３０．５㎝  胴部最大径３２．５㎝ 

【時 代】中国・元時代 

 祇園遺跡は、阿蘇神社の大宮司職を代々受け継いだ阿蘇氏の居館跡で、１２世

紀から１４世紀に営まれた。阿蘇氏はのちに拠点を南阿蘇から外輪山南方へ移

し、浜御所
はまのごしょ

で最盛期を迎える。 

白地鉄絵鳥文壺は、平成７年の発掘調査で礎石建物基壇下の土坑内からほぼ

完形で出土した。白地の化粧土の上に鉄釉で窓を設け、鳥や草等の文様を大胆な

筆致で描く。本品は、中国河北省磁県を中心に盛行した磁州窯系の製品の特徴を

よく示すとともに、整った形態に透明釉の仕上がりも良く、工芸品としても優品

である。さらには、破損した箇所を漆継ぎで修復している点も興味深く、壺内面

に残る緑青は、銭貨を複数枚入れて埋納した状況を伝える。 

本品は、鎌倉時代における輸入陶磁器の中でも数少ない磁州窯系鉄絵壺の優

品で、伝世品以外で完形で出土した例はほかにない。それが伝来し修復されなが

ら礎石建物の地鎮具として埋納された状況も特筆され、その学術的価値は高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：熊本県  
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⑧宮
みや

崎
ざき

県
けん

百足
む か で

塚
づか

古
こ

墳
ふん

出
しゅつ

土
ど

埴
はに

輪
わ

               一括 

【所有者】新富町（新富町総合交流センター保管） 

宮崎県児湯郡新富町大字上富田７４９１ 

【法 量】省略 

【時 代】古墳時代 

 百足塚古墳は、一ツ瀬川左岸の台地上に展開する史跡新田原
にゅうたばる

古墳群に属する

全長約８２ｍの前方後円墳で、古墳時代後期中頃（６世紀中頃）の築造と推定さ

れる。平成９年から１６年に史跡の保存整備事業に伴う発掘調査が実施され、主

に墳丘西側の周溝内およびその周囲から、九州地方では類をみない遺存状態良

好な多数の埴輪が出土した。 

形象埴輪は多種多様で、特に性器を露わにする女性埴輪や、毛を逆立てる鳥形

埴輪、太鼓形埴輪など、きわめて希少な例が含まれる。他にも家形や柵形、甲冑

を纏い跪坐する男性、巫女とみられる女性など豊富な種類があり、古墳時代後期

の埴輪祭祀、葬送儀礼を考えるうえで重要である。 

また、継体天皇陵との説もある大阪府今城塚古墳出土の埴輪と器種構成や古

墳上での配置に共通性がみられ、ヤマト王権による南九州地域への政治的・文化

的影響を考えるうえでも注目される資料である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：新富町 
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⑨鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

山
やま

ノ
の

口
くち

遺
い

跡
せき

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

               一括 

【所有者】鹿児島県（鹿児島県立埋蔵文化財センター、鹿児島県歴史・美術セン

ター黎明館保管） 

鹿児島県鹿児島市鴨池新町１０―１ 

【法 量】省略 

【時 代】弥生時代 

山ノ口遺跡は、鹿児島湾に面した砂丘上に所在する環状配石遺構を中心とし

た遺跡で、黎明期の鹿児島県考古学界を牽引した河口貞徳
かわぐちさだのり

が主体となり昭和３

３～３６年に発掘調査された。９基が確認された環状配石遺構は、海岸線に沿っ

て幅２０ｍ、長さ６０ｍの範囲に軽石を円形に並べたもので、周囲から焚火跡や

立石も確認されている。 

本件はこの環状配石遺構からの出土品で、岩偶や陰石（容器）、家形、勾玉な

どの軽石製品および磨製石鏃、焼成後に穿孔された土器類が特徴的である。これ

らは、南九州地方の弥生時代における、祭祀遺物の組み合わせとその独特な精神

世界をよく示す。 

さらに土器類は、南九州一円に分布する弥生時代中期後半の山ノ口式土器の

標式資料であり、その多くに開聞岳由来の火山灰・暗紫ゴラが付着することから、

広域的な年代の指標としても重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：鹿児島県 
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＜歴史資料の部＞ 
（有形文化財を重要文化財に ７件） 

①人
じん

物
ぶつ

写
しゃ

真
しん

帖
ちょう

〈明
めい

治
じ

十
じゅう

二
に

年
ねん

明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

下
か

命
めい

／大
おお

蔵
くら

省
しょう

印
いん

刷
さつ

局
きょく

等
とう

製
せい

作
さく

〉 

３９冊 

【所有者】国（文化庁保管、皇居三の丸尚蔵館収蔵） 

【法 量】省略 

【時 代】明治時代 

本写真帖は、天皇親政運動が盛んだった明治１２年（１８７９）に、臣下の写

真を座右に備えようと明治天皇が下命し、宮内省が主導して製作された写真帖

で、３９冊からなる。  

写真帖は、鶏卵紙
けいらんし

焼付写真を写真台紙に貼付して写真帖の飾り窓に挿入する

形式と、写真帖台紙に直接貼り込む形式の２種類があり、装丁は趣向を凝らし複

数種類作られた。撮影は大蔵省印刷局を中心に、長崎の上野彦馬
ひ こ ま

をはじめ全国の

営業写真師により行われた。  

被写体は、太政大臣三条実美以下の明治政府高官や皇族、華族、当時在野にあ

った板垣退助、故人の大久保利通等にまで及び総勢４５３１名を数える。写真は

原則１名につき２枚収められ、８９９９枚存する。また写真に添える天皇への想

いを詠んだ詩歌の小色紙６２１枚がある。  

本写真帖は、政府高官等の姿を網羅的に記録した類例のない写真群であると

ともに、同時期に全国で活動していた営業写真師の写真術の有り様をも一覧で

き、写真史上に学術的な価値が高い。また当該期の政治情勢を背景に、我が国の

写真史草創期に約１年という短期間で製作された点で、近代政治史上に貴重で

ある。 

 

 

 

 

  

出典：宮内庁三の丸尚蔵館編『明治十二年

明治天皇御下命「人物写真帖」』2013 年 
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②霊
れい

憲
けん

候
こう

簿
ぼ

                     ２０２冊 

【所有者】独立行政法人国立公文書館 

東京都千代田区北の丸公園３－２ 

【法 量】省略 

【時 代】江戸時代 

霊憲候簿は、天保９年（１８３８）から安政元年（１８５４）にかけて幕府天

文方渋川景佑
しぶかわかげすけ

（１７８７～１８５６）が中心となり実施した天文及び気象測量の

記録であり、本件は景佑が幕府に上呈した献上本である。 

 景佑は、精度の高い寛政の改暦を達成した高橋至時
たかはしよしとき

の次男で、天文方渋川家の

養子となり、文化６年（１８０９）２３歳で天文方に任じられた。天保改暦を主

導するとともに、暦書や測量書の著作を多く残した。景佑は天保９年に幕命を蒙

り、同年１１月から１６年余にわたり、原則毎日天体及び温度、気圧の測量を行

った。前者は太陽、月、五惑星、恒星の位置を測量し、後者は日に３～４回温度

と気圧を計測した。本測量は、我が国における天文・気象を対象とした長期間の

定点測量の濫觴と位置付けられる。 

 本記録は、総目録１冊、測量記録１９８冊、附言３冊から構成される。測量記

録は１月１冊とし、日毎に測量結果を記載し、日月食は図を併記する。附言は測

量実施の経緯や測量機器の詳細を記し、測量の有り様を明らかにする。 

 このように、本記録は１９世紀中葉の天体及び気象の測量記録として貴重で

あり、同時代における西洋天文学の受容と測量技術の実態を伝え、我が国の天

文暦学史、気象史上に価値が高い。 
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③東
とう

寺
じ

稲
いな

荷
り

御
お

出
いで

講
こう

枡
ます

〈永
えい

正
しょう

十
じゅう

六
ろく

年
ねん

九
く

月
がつ

吉
きち

日
じつ

／ 周
しゅう

善
ぜん

等
ら

連
れん

署
しょ

刻
こく

銘
めい

〉 

１口 

【所有者】宗教法人教王護国寺 

京都府京都市南区九条町１ 

【法 量】（外法）方１７．４㎝ 深さ９．０㎝ 

（内法）方１５．７㎝ 深さ８．４㎝ 

【時 代】室町時代・永正１６年（１５１９） 

本枡は、永正１６年に製作され、東寺（教王護国寺）に伝来した枡である。 

稲荷社（伏見稲荷大社）は東寺の鎮守
ちんじゅ

として仰がれ、平安時代以来同社の祭礼

においては御旅所から神輿
し ん よ

が還幸
かんこう

する途中に同寺の中門に鎮座した。東寺は寺

僧による神供を執り行い、室町時代には同寺執行
しぎょう

のもと中綱
ちゅうごう

や職掌らが準備に

あたり、導師が中門御供といわれる法会を行った。 

本枡は杉材を用い、傷みやすい口縁部を竹張り（竹伏）とする一升枡で、現行

の枡に換算して約１．１４升の容積を持つため、中門御供の供料田
くりょうでん

からの収納枡

と考えられる。実用による摩耗や損傷がみられ、長い間使用されたことが窺える。

四方側板には「東寺稲荷」、「御出講枡」、「永正十六年」、「九月吉日」、裏面には

「周善」、「順阿」、「心尊」の陰刻銘がある。周善、心尊は供料の徴収に携わった

とみられ、中綱や職掌より下位の立場の人物と推察される。 

本枡は、製作年、用途等が判明し、保存状態も良好で製作当初の形状をよく伝

える。類例稀な中世の収納枡の貴重な遺例として、量制史上、社会経済史上に価

値が高い。    
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④参
さん

宮
ぐう

人
にん

帳
ちょう

・御
お

祓
はらい

賦
くばり

帳
ちょう

（橋村
はしむら

肥前
ひ ぜ ん

大夫家
だ ゆ う け

伝来
でんらい

）    ３３点 

【所有者】学校法人天理大学（天理大学附属天理図書館保管） 

奈良県天理市杣之内町１０５０ 

【法 量】省略 

【時 代】室町～江戸時代 

伊勢神宮への信仰は中世から近世にかけて隆盛し、その施主である旦那は貴

族から武士、さらに全国の都市や村落に住む庶民階層にまで拡大した。神宮と旦

那の間を仲介したのが御師である。御師は旦那の参宮の際に宿泊の便宜を提供

したほか、自身や代理の使者が廻国し御祓を配布して信仰の普及に努めた。 

 本件は外宮御師橋村肥前大夫家に伝来したもので、１６世紀から１７世紀に

かけて主に肥前・筑後（佐賀県・長崎県・福岡県南部）に関係する参宮人帳と御

祓賦帳が集中して残る点に特色がある。参宮人帳には参詣の日付と参詣者の人

数、人名、出身地名、寄進された料足物品等、御祓賦帳には旦那の人名と居住地

名、配布された物品等が克明に記録される。各史料は冊子装で竪帳と横帳の形態

が混在し、多くの冊に合点が打たれるなど使用の痕跡が見られる。中世末から近

世初期における伊勢信仰の普及と参宮の隆盛、御師による廻国の実態とそれを

受け入れた地域社会の存在が明らかとなり、特に宗教史・交通史研究上の価値が

高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：天理大学附属天理図書館 

  



50 

 

⑤伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

測
そく

量
りょう

図
ず

                  １０鋪 

  附 地図箱                   ２合 

【所有者】国立大学法人徳島大学（徳島大学附属図書館保管） 

     徳島県徳島市新蔵町２－２４ 

【法 量】省略 

【時 代】江戸時代 

１９世紀前半、伊能忠敬（１７４５～１８１８）率いる測量隊は１０次にわた

る全国測量を行い精度の高い日本地図を作製した。忠敬は、段階的に測量結果を

地図化するなかで地図の精度を向上させ、地図は最終的には忠敬没後の文政４

年（１８２１）に「大日本沿海輿地
よ ち

全図」として完成し、幕府に献上された。 

 本件は、主に東日本を対象とした「沿海地図」３鋪（第１次～第４次測量、中

図、縮尺１／２１６，０００）、西日本を対象とした「大日本沿海図稿」４鋪（第

５次～第７次測量、中図）、豊前国から豊後国北部までを画いた「豊前国沿海地

図」３鋪（第７次測量、大図、縮尺１／３６，０００）の３種類からなる。徳島

藩主蜂須賀家の求めに応じ忠敬が献上した地図群で、第７次測量の地図が完成

した文化８年（１８１１）５月以降、それに近い時期の作製とみられる。第７次

測量までの成果を網羅する日本全体の沿海地図として類例がなく、作製当初の

折畳装の姿を伝えることも賞される。一方、この段階の沿海地図が経度調整や地

図投影法の課題を残したことを示し、「沿海図」から「沿海輿地図」へと転換す

る過程を示す地図群として測量史、地図史上に重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：徳島大学附属図書館貴重資料高精細デジタルアーカイブ  
「大日本沿海図稿」４鋪 「沿海地図」３鋪 
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りょう
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ず

（実測
じっそく

輿
よ

地図
ち ず

）             ３鋪 

【所有者】株式会社ゼンリン（ゼンリンミュージアム保管） 

福岡県北九州市戸畑区中原新町３－１ 

【法 量】省略 

【時 代】江戸時代 

 １９世紀前半、伊能忠敬（１７４５～１８１８）率いる測量隊は１０次にわた

る全国測量を行い精度の高い日本地図を作製した。忠敬は、測量結果を段階的に

地図化していくなかで地図の精度を向上させ、地図は最終的には忠敬没後の文

政４年（１８２１）に「大日本沿海輿地
よ ち

全図」として完成し、幕府に献上された。 

本件は、「実測輿地図」と当初の題簽をもつ最終版伊能図（小図、縮尺１/４３

２，０００）で、３鋪で日本全体をあらわす。最終版伊能図の小図は、昌平坂学

問所伝来の地図（東京国立博物館蔵、重要文化財）に次ぎ２例目となる。本地図

は針孔、白径（圧痕による下書線）を有し丁寧な描写態度がみられ、地名や地物

が旧昌平坂学問所本とほぼ一致することから、文政４年頃に作製され、大名家か

幕閣に献上された地図と推測される。類例稀な「大日本沿海輿地全図」（小図）

として測量史、地図史上に重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像提供：ゼンリンミュージアム 
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⑦宮
みや

良
ら

殿
どぅ

内
んち

家
け

関
かん

係
けい

資
し

料
りょう

               ３４８点 

【所有者】国立大学法人琉球大学（琉球大学附属図書館保管） 

沖縄県中頭郡西原町字千原１ 

【法 量】省略 

【時 代】琉球・第二尚氏時代～大正時代 

首里王府統治下の八重山島（沖縄県石垣市）において在地役人の最高職位で

ある頭役をつとめた人物を複数輩出した宮良殿内家に伝来した資料群である。

頭役は首里王府の離島統治機関である蔵元において、首里から派遣された在番

の監督のもとに、行政組織を統括した責任者であった。 
本件は、文書・記録類２３３点、典籍類１０１点、絵図類１４点からなる質

量ともにまとまった資料群である。文書・記録類は、職務に関するものが大半

を占め、同島の行政の基礎史料となる規模帳や公事帳類、漂流民関係、宮良家

当主の公務日記類などが特に注目される。典籍類は、主として１９世紀後半の

当主の手沢本で、写本では故実や文芸関係、版本では儒学関係の内容が多い。 

これらは、八重山島の歴史、琉球国の離島支配の実際、同島士族層の教養の

有り様や生活文化の具体などを知る上で貴重であり、琉球国の政治史・文化史

上に学術価値が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

  




